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全図都市問題合議倉報特別娩

第も同線書支戯　2　研究報告

2研究報告　本邦都市空達の動向と其の諸問題

3研究報告　都　市　の　人　事　行　政

4主報告窟邦驚市警の莞向崇晋開票

5参考賓料　市　吏　員　に　関　す　る　調　凌
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凡
　
　
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,

一
本
書
は
第
七
回
重
囲
都
市
間
馬
食
議
絶
食
の
参
加
中
込
合
員
著
-
は
其
の
濠
定
着
等
よ
-
鍵
田
せ
ら

れ
た
研
究
報
華
中
'
第
3
議
題
に
関
す
る
分
の
】
年
を
覇
録
し
た
も
の
で
あ
る
0

二
　
本
書
は
別
冊
研
究
報
骨
　
｢
本
邦
都
市
賛
達
の
動
向
だ
其
の
諸
問
題
｣
　
上
巻
､
甲
f
都
市
の
人
事
行
政
｣

主
報
薯
　
｢
本
邦
都
市
襲
達
の
動
向
さ
其
の
諸
問
題
･
都
市
の
人
事
行
政
｣
　
並
参
考
資
料
　
｢
市
吏
員
に
関

す
る
調
査
｣
　
芭
併
せ
セ
諌
骨
に
於
け
る
議
題
研
究
文
献
を
構
成
す
る
も
の
で
み
る
｡

三
　
研
究
韓
骨
の
内
容
は
大
健
一
殻
的
内
容
の
も
の
を
＼
前
に
し
癌
殊
的
内
容
を
有
す
る
も
の
を
後
に
し
た

が
'
印
刷
七
捷
出
期
だ
の
関
係
上
必
ず
し
も
1
貫
し
な
い
も
の
が
あ
る
｡

四
　
研
究
報
薯
に
添
附
さ
れ
た
固
未
及
挿
絵
軒
-
編
韓
の
都
合
上
其
の
山
部
を
/
省
略
し
た
も
の
が
み
る
｡
こ

の
鮎
に
就
で
は
営
該
鍵
田
者
並
に
合
点
諸
氏
の
諒
東
を
希
ふ
次
第
で
あ
え
｡

五
　
本
善
は
蕗
掬
の
如
く
親
倉
に
於
け
る
議
題
の
研
究
資
料
空
し
で
'
絶
食
参
加
者
に
配
布
す
る
の
を
主
旨

だ
す
る
が
･
弼
立
の
文
献
w
L
で
も
亦
斯
問
題
研
究
上
好
麓
の
参
考
文
献
で
あ
る
こ
空
を
倍
や
る
｡

六
　
本
書
の
成
る
に
際
L
t
各
研
究
報
畢
鏡
的
者
の
努
に
封
し
厚
き
敬
意
芭
感
謝
空
を
捧
げ
る
.

昭
和
十
五
年
九
月

凡

　

　

例

全
　
国
　
都
.
帝
　
問
縄
超
　
倉
　
議

‥



■

第
七
図
会
隣
都
市
間
罵
合
議

絶
禽
文
献
2
研
究
報
告

本
邦
都
市
番
蓮
の
動
向
と
其
の
諸
問
題
(
下
)
　
冒
　
衣

東
京
に
於
け
る
最
近
の
建
築
線
指
定
傾
向
･
･
･
　
　
　
･
･
･
督
親
廉
建
築
技
師
池
口
　
　
琴
･
･
･
エ

望
一
日
　
　
]
　
増
発
建
築
線
と
道
路
の
法
的
関
係
　
二
　
建
築
線
の
措
定
標
準
　
三
一
般
的
指
定
建
築
株
･
･

四
　
申
請
に
依
る
稽
究
建
築
繰
　
　
五
　
横
棒
的
韓
寛
建
築
緑
　
緒
　
語

建
築
行
政
に
於
け
各
土
地
関
係
の
諸
問
題
･
･
･
　
　
　
･
･
･
昏
霊
建
築
技
師
池
口
　
　
凌
-
蓋

】
　
建
築
行
政
に
於
け
る
三
地
｣
の
室
数
性
　
二
　
宅
地
達
成
事
業
の
合
理
的
指
導
方
策
　
主
　
建
築
敷
地
確
保
　
　
　
　
　
　
　
㌦

の
必
要
性
･
四
　
都
市
計
量
英
他
に
依
る
土
地
利
用
制
限
と
建
築
行
政
　
五
　
土
鞄
登
記
樹
医
の
開
聯
　
六

緒
欝

≠

′

国
土
計
量
に
即
鷹
す
る
建
築
行
政
の
新
展
開
笹
つ
い
て
-
･
･
-
憲
展
墓
技
師
鈴
木
　
和
夫
-
･
四
九

]
　
序
言
･
主
　
我
国
柊
於
け
る
国
土
骨
董
諭
の
概
数
-
三
　
国
土
計
嚢
の
基
本
何
題
に
封
す
る
考
察
(
人
的
資

源
の
同
学
工
費
分
散
の
国
選
)
　
四
　
建
築
行
政
の
新
展
開
托
つ
い
て

名
古
屋
近
郊
に
於
け
る
建
築
物
の
用
途
別
構
成
･
･
･
　
･
･
･
珊
護
鮒
馳
田
中
　
蘭
丁
･
･
空

壁
胃
　
調
査
の
要
綱
(
調
査
の
日
的
･
調
査
の
帝
寧
調
査
の
方
津
)
　
　
調
査
.
Q
緒
果
-
練
兵
に
野
す
る
若
干
の

ヽ

E
P
l
　
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】



竺∃

孝
寮

近
代
都
市
の
登
達
と
都
市
計
董
楓
域
制
-
　
　
　
･
･
･
娼
娼
頑
瑠
悶
単
相
　
鯛
･
･
･
八
九

欝
]
葦
　
近
代
都
市
の
聾
達
　
筆
毒
　
近
代
都
市
托
放
け
る
諸
問
題
　
第
三
章
　
野
乗
と
し
て
の
都
市
計
蓋

第
四
牽
　
地
域
制
の
役
割
･
第
五
章
　
通
鞄
研
究
の
沿
革
　
　
第
六
葦
　
擾
飽
研
究
上
の
酸
問
題

低
温
地
域
よ
り
見
た
る
都
勢
の
動
向
と
其
の
塵
理
･
･
･
　
･
･
･
餌
感
配
転
警
帽
西
　
清
治
･
･
･
嘉

･

一
緒
言
　
　
二
　
倍
港
地
域
の
概
念
,
三
　
位
換
地
と
地
盤
沈
下
と
の
現
耽
･
四
　
倍
漁
地
域
に
於
け
る
都
勢

の
動
向
-
･
･
･
五
　
倍
満
地
域
に
於
け
る
土
木
施
設
数
策
-

大

都

市

の

餐

展

と

近

郊

兵

業

-

　

　

　

　

　

　

-

鎧

即

断

環

馳

宵

出

番

準

壷

-
主
だ
し
て
東
京
市
の
床
尿
慶
理
を
中
心
だ
す
る
一
考
察
-

一
序
蘇
･
二
　
東
京
市
に
於
け
る
床
尿
の
生
産
面
･
三
　
床
炭
塵
理
釈
祝
と
近
郊
農
業
　
四
　
都
市
尿
尿
め

需
要
方
面
忙
於
け
る
静
事
情
･
志
　
筑
尿
配
給
地
帯
の
農
業
塵
産
と
都
市
(
の
拭
帝
　
　
大
　
緒
静

/

都

市

の

保

健

-

　

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

駅

東

娼

盆

噸

併

城

石

原

　

房

雄

ヱ

莞

-
主
ざ
し
て
重
来
汚
染
に
就
て
1

統
制
経
済
と
都
市
宥
政
･
･
･
　
　
　
　
　
　
　
　
･
･
･
和
書
地
霊
鮒
藤
田
　
武
夫
･
･
･
1
空

-
都
市
行
政
の
新
領
域
に
款
で
ー

特
異
性
都
市
の
研
究
-

1
軍
港
都
呉
市
に
就
て
｣

●

●

･

　

　

　

管

●

,

･
･
･
英
霊
木
部
長
長
崎
　
敏
曹
･
･
･
完
1

]
　
緒
琴
･
-
土
　
人
口
増
加
と
任
宅
間
琴
･
･
･
･
･
三

教
育
施
琴
-
･
由
　
交
通
誇
閉
琴
-
-
五
　
俸
健
厚
盆
的
施
設

大
都
市
計
童
の
必
琴
-
･
･
七
　
財
政
株
制
と
窮
迫
の
.
原
因
-
･
･
･
八
軍
港
地
都
市
の
自
糟
機
構
検
討
問
題
と
振
興
蓮

一
日

動
･
･
･
-
九
緒
尾

中

小

都

市

の

撮

興

方

策

-

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

ノ

･

･

大

須

賀

巌

-

壷

中
小
都
市
の
費
展
と
其
の
統
制
.
 
･
･
･
･
･
J
　
　
　
　
･
･
･
露
言
放
増
殖
率
島
了
整
｡
主
三

工
重
義
よ
り
観
た
る
土
地
直
劃
整
理
･
･
･
　
　
　
･
･
･
紙
触
鮭
謂
酉
出
ノ
　
稔
-
≡

I

窯
(
が
寧
-
･
･
･
二
　
二
葉
立
地
静
狩
就
て
･
･
･
･
･
･
二
　
王
葉
港
地
論
及
地
域
制
私
就
て
-
-
主
　
工
業
立
地
よ
平
取
た
る

土
飽
直
劃
整
撃
-
-
四
縛
び

工
業
の
地
方
分
散
を
重
鮎
と
せ
る
立
地
計
塞
-
､
､
　
　
　
　
-
･
ノ
経
地
計
蓋
研
究
禽
･
､
-
蛋

･
序
･
･
･
-
欝
｣
章
　
地
方
中
小
都
市
授
輿
計
嚢
の
必
琴
･
･
･
-
撃
毒
地
方
申
小
都
市
の
襲
連
せ
ざ
る
理
申
･
･
･
･
･
讐
毒

工
費
地
方
分
散
の
可
能
性
･
･
･
･
･
･
質
望
阜
三
乗
地
方
分
散
に
野
す
る
捨
軍
･
･
･
療
霊
草
　
工
場
誘
致
調
査
の
搾
果
-
-

第
六
葦
　
農
葉
僚
働
穿
働
カ
の
工
業
利
用
隈
軍
書
第
七
葦
　
工
業
地
方
分
散
の
数
晃
と
影
響

国

内

新

鯉

制

と

都

市

の

方

向

･

･

･

7

　

　

　

　

　

　

-

細

密

預

嗣

山

崎

　

壷

･

-

一

息

良

　

　

次



●
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四

二

滴

苦

の

嘉

.

.

.

.

:

i

.

1

1

過

大

吾

問

琴

;

.

.

.

.

三

協

同

漂

織

の

促

連

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

国

土

計

蓋

方

法

試

詠

･

･

,

 

･

　

-

　

　

　

-

輔

逓

増

瑠

醐

石

川

栄

耀

-

喜

J
　
方
法
論
吟
味
の
必
&
-
･
･
土
　
国
土
辞
書
の
地
方
計
賓
の
凍
系
と
分
類
(
或
は
政
滑
鱒
潮
的
方
浩
諭
)
･
･
･
･
･
･
三
　
園
　
.

土
療
法
(
或
は
技
術
的
方
津
静
)
-
-
四
　
我
国
の
場
合

都

市

構

成

の

経

済

化

就

に

で

-

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

後

藤

　

暖

二

･

･

･

･

l

姦

本
邦
都
市
蓉
達
の
傾
向
と
都
市
鰹
系
の
整
備
･
･
･
　
　
㌧
霊
義
塾
竃
敦
準
奥
井
復
太
郎
-
責

市
域
略
み
る
都
市
発
展
の
動
向
-
　
･
･
･
/
･
･
･
.
>
　
　
-
慧
市
政
墓
卑
小
古
間
　
隆
-
≡

大

東

京

の

膨

脹

-

　

　

　

…

　

　

　

　

　

　

　

-

都

市

計

喜

東

京

地

方

委

員

曾

-

章

一

第
7
　
大
東
京
の
高
域
と
膨
肢
情
勢
(
1
釆
京
市
の
膨
脹
過
慮
及
現
況
･
2
近
接
都
市
の
膨
膜
情
勢
･
3
大
東
京
吸

入
口
予
想
)
-
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
撃
1
　
野
乗
(
1
過
大
都
市
の
弊
害
と
径
苑
の
野
栄
･
2
膨
脹
嗣
整
爵
案
)
〟

重
点
に
於
げ
る
最
淀
の
建
築
線
指
定
傾
向

警

醒

廉

建

築

技

師

　

地

　

　

口

凌

J

序

　

　

言

昭
和
十
四
年
二
月
i
言
霊
費
施
さ
れ
て
ゐ
る
市
稗
地
建
築
物
に
於
け
る
道
路
の
定
義
奨
寛
'
同
年
四
月
書
窒
蒜
に
適
用
さ

れ
し
防
基
建
築
規
則
に
放
け
る
建
築
物
の
防
火
梼
讐
道
路
芸
開
聯
'
更
に
是
よ
-
克
郎
姦
智
丁
二
年
七
月
内
務
管
り
各
地

方
庭
へ
通
牒
さ
れ
た
｢
建
築
線
の
指
定
標
準
｣
の
制
定
も
亦
建
築
線
の
指
定
に
質
的
な
影
響
を
斎
し
で
ゐ
る
｡
■

土
地
の
償
却
整
理
も
東
京
に
於
て
は
最
近
数
年
問
に
敵
-
清
澄
だ
動
き
を
見
せ
'
都
市
計
董
七
依
る
既
成
市
稗
地
の
改
造
も
行
は

紘
,
郊
外
の
開
聾
に
は
最
も
合
理
的
な
政
の
整
理
寄
集
促
進
の
助
成
的
方
漁
さ
し
て
建
築
繰
制
度
の
蓮
田
が
考
慮
さ
れ
'
積
層
的
掛

′

･

先
達
築
線
も
畳
的
結
果
よ
り
も
寧
ろ
質
的
な
方
向
に
進
ん
だ
も
の
L
k
J
考
へ
ら
れ
る
｡

是
等
の
資
鏡
を
き
し
で
統
計
か
ら
眺
誓
今
後
の
反
省
嘉
し
･
併
せ
て
江
湖
の
御
批
判
を
仰
ぎ
慶
い
ざ
息
ふ
次
第
で
あ
る
｡

#

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

一
指
定
建
築
線
と
道
路
の
法
的
鱒
係

メ

措
定
建
築
線
名
は
薄
荷
地
達
築
物
綾
第
七
俵
但
書
に
供
与
行
政
官
簾
た
る
地
方
長
官
の
指
定
す
る
行
政
措
定
で
あ
る
｡
政
の
傍
受

東
末
終
於
昧
る
貴
近
め
建
築
捧
指
定
傾
向
(
鞄
口
)

＼

　

T
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キ

四

壷
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施
行
令
琴
二
や
健
に
基
-
r
行
政
官
廉
ノ
市
術
蒜
況
晶
サ
特
蒜
讐
ル
｣
道
路
が
雷
,
法
令
志
道
路
の
類
別
は

複
薙
で
あ
る
が
'
左
の
1
覚
表
に
要
約
し
得
る
｡

-
幅
員
四
メ
J
L
ル
以
上
ノ
頂

.
(
欝
一
項
)
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計

　

葦

　

蓮

　

路

(
欝
二
項
後
段
)

魔
ノ
/
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相
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:
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汗
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欝
一
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夢
二
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行
政
牒
ノ
骨
未
セ
ル
隔
負
四
メ
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･
雌
･
.
.
:
i
.
.
:
I
.
.
:
'
'
r
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･
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･
1

葉
上
の
厳
格
誉
解
樺
は
兎
に
角
己
で
'
資
際
の
取
扱
に
撃
は
'
傾
各
幅
見
習
1
-
ル
以
上
の
も
の
で
も
蒜
の
道
路

は
精
義
築
練
に
基
き
築
慧
し
む
る
方
針
姦
守
L
t
私
達
の
職
制
は
相
書
き
執
行
さ
れ
て
ゐ
る
､
瑠
あ
る
｡
警
土
地
圃

ヽ

劃
垂
理
に
依
る
場
合
の
外
'
苛
も
道
路
を
新
設
せ
ん
-
る
場
合
に
は
必
ず
建
築
線
の
指
定
を
必
要
-
,
任
意
に
造
ら
れ
た
る
も

ごー

[
叶
L
川

の
偲
其
優
に
で
は
建
築
法
規
上
の
活
路
己
で
9
資
格
が
無
-
'
賂
っ
て
沿
線
に
於
け
る
薮
鞄
に
は
建
築
す
一
る
こ
嘉
甘
茶
な
い
こ

ビ
ど
な
る
｡

ヽ

　

ヽ

此
の
取
扱
は
措
定
建
築
線
遠
路
-
陶
係
を
定
む
る
基
本
棟
祥
-
が
故
に
,
此
の
方
針
叢
ら
ざ
る
に
管
は
如
何
に
理

想
的
屯
建
築
練
の
緒
定
額
準
を
党
要
も
客
文
に
流
れ
る
廃
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
0

二
　
建
築
線
の
指
定
標
準

建
築
線
の
種
別
を
系
統
的
に
分
け
れ
ば
攻
の
如
-
な
る
｡
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1
増
発
建
築
韓
-

捷
革
韓
-

-
申
請
こ
ヨ
P
l
指
定
ス
ル
モ
′

-
官
爵
ガ
療
極
的
L
1
指
定
ス
ル
モ
ノ

-
一
般
的
二
指
定
ス
ル
モ
ノ

潮
-
葉
線
の
竪
せ
ら
れ
る
署
は
三
つ
の
種
類
が
あ
-
完
の
賢
請
に
依
る
も
の
は
量
的
に
菅
多
､
指
定
董
韻
の

中
構
還
る
べ
き
湯
で
あ
る
Q
各
-
場
合
の
具
雷
蒜
定
露
及
び
,
其
の
傾
向
に
就
で
は
後
学
る
通
蓬
あ
る
が
'
之

等
に
蓋
の
指
定
等
-
て
は
,
昭
竿
二
年
-
内
誓
-
各
地
方
菅
に
適
讐
賢
建
築
線
の
指
震
準
が
あ
る
∴
J

の
通
牒
に
盛
ら
れ
て
ゐ
る
主
要
眼
目
即
ち
'

(
】
)
葉
線
の
賢
は
交
翌
重
苦
-
は
誉
-
£
望
,
其
他
の
署
に
-
メ
L
£
望
与
る
こ
㌔

(
二
)
袋
路
た
る
蔓
韻
は
指
定
せ
ざ
る
こ
宅
,
地
形
蓑
の
他
の
藁
に
依
-
む
是
ぬ
署
に
で
も
非
常
毒
薬
線
姦
-

(･
る
こ
y
J
O

(
≡
)
　
交
叉
醇
に
は
必
や
術
角
努
除
､
即
ち
角
切
り
を
設
け
る
こ
㌔

L

〟

東
京
托
於
げ
る
最
近
の
建
築
株
精
定
傾
向
(
池
口
)
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六

の
三
難
は
建
築
線
の
指
定
に
驚
-
費
も
努
力
の
梯
は
れ
で
ゐ
る
虚
で
'
統
計
に
現
は
れ
た
奮
情
に
於
て
も
明
ら
か
に
之
を
認
め
る
乙

/

だ
が
功
罪
る
｡

建
築
線
指
定
榛
準

夢
】
　
道
路
ノ
疎
ナ
ル
未
達
築
地
ゴ
於
ケ
ル
場
合

}
　
建
築
線
′
稽
定
蒜
衆
ノ
地
形
地
働
其
ノ
他
工
作
働
ノ
現
聖
頂
慮
セ
シ
メ
特
二
樹
木
ノ
伐
採
ヲ
衆
サ
ザ
ル
撃
1
敷
コ
ト

こ
　
建
築
線
′
措
定
f
〓
汲
メ
充
分
附
近
地
′
計
童
ヲ
考
好
,
b
置
ク
コ
j
･

三
　
建
築
線
ノ
幅
員
二
八
メ
ー
ト
ル
(
三
間
)
以
上
i
L
為
ス
コ
L
･
但
シ
交
通
上
重
要
テ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
晦
員
四
メ
-
J
I
斗
,
(
二
間
)
造
卜
革
ス
ヲ
妨
グ

ズ

四
袋
遺
タ
ル
建
築
練
晶
定
ス
ル
ハ
還
l
r
J
～
メ
還
冠
蒜
ル
コ
J
j
l
現
品
J
場
合
晶
テ
保
安
志
警
警
ル
-
ハ
別
品
常
夏
非

常
用
建
築
線
ヲ
稽
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

･
五
　
駿
道
'
く
新
設
軌
道
､
埠
防
ノ
類
三
割
地
ヲ
直
償
セ
シ
メ
ズ
冬
奉
行
,
b
テ
亀
粟
練
ノ
指
定
ヲ
寛
ス
コ
下

六
　
長
屋
建
住
宅
#
,
-
於
ケ
ル
建
築
線
､
ハ
特
別
ノ
地
方
ヲ
除
ク
ノ
外
東
西
線
二
近
ク
緯
廓
ノ
長
蓮
ヲ
配
ス
ル
コ
ト

七

　

荷

廓

ノ

長

蓮

ハ

左

ノ

額

準

二

位

ル

ヨ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

.

密

　

集

　

市

　

街

分

　

散

　

帝

　

額

八
　
割
地
′
奥
行
ハ
左
′
棟
準
.
壷
ル
コ
J
･

穿
働
者
住
宅
地

普
通
住
宅
地

傭
巌
住
宅
地

A
Q
I
1
0
0
釆

八
〇
　
-
　
二
〇
〇
発

1

0

～

]

　

玉

来

一
五
　
-
　
二
　
五
米

二
五
　
-
　
四
〇
米

･
･
J
樹
木
多
芸
地
還
-
芸
碧
空
場
雪
於
…
孝
義
行
李
蒜
ヲ
逢
グ
芸
　
　
　
　
.
　
,

3

乱
　
二
階
建
ヲ
普
通
上
ス
ル
地
方
嘉
孝
ハ
奥
行
一
ニ
･
藁
メ
-
£
宋
滞
下
鳥
サ
ザ
ル
言

＼

＼

ヽ

S
i
　
茶
園
其
ノ
他
特
別
ノ
静
童
ア
ル
土
地
二
付
テ
ハ
周
l
遠
慮
ス
ル
コ
j
･

九
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
(
二
間
)
竺
′
蛋
練
′
隅
角
芸
ノ
聾
晶
晶
除
,
ス
ル
コ
晶
蒜
角
質
′
他
特
別
ノ
茅
重
義
計
ス
芸

ノ
ト
T
(

イ
隔
莞
メ
ー
ト
ル
(
四
聞
)
未
満
ノ
荷
路
ガ
隔
塁
一
メ
三
･
ル
(
大
間
)
夷
滞
J
荷
路
基
骨
ス
違
令
-

努

　

除

　

惰

　

　

二

メ

I

J

L

ル

(

山

間

)

成

上

　

r

B
　
幅
員
八
メ
-
£
(
四
間
)
玖
三
一
メ
ー
ト
ル
(
大
間
)
宋
滞
ノ
碑
銘
ガ
亨
妄
倉
ス
ル
場
合

弊

　

陵

　

嘱

　

　

望

メ

J

L

ル

(

]

間

)

苧

決

P

l

(
隔
真
二
メ
-
£
(
大
間
)
未
満
J
街
路
蒜
員
二
メ
言
ル
(
大
間
)
望
ノ
露
卜
署
ス
ル
警
雷
ヲ
要
セ
ズ

十
建
築
横
ノ
位
置
墓
苑
ノ
露
,
悪
,
叉
ハ
輩
地
蒙
警
葦
ト
ス
ル
n
品
芸
ガ
管
前
各
撃
嘉
ム
ル
藁
練
′
墓
ヲ
著
y
ク
歪

曲
ス
ル
誓
言
彼
此
掛
警
上
覧
ス
ル
モ
ノ
-
侍
芸
三
鷹
-
地
的
芸
地
′
変
換
暮
其
ノ
他
讐
ノ
方
途
ヲ
併
せ
讐
ル
フ
三

才

十
一
必
撃
壷
基
地
地
底
ノ
増
発
警
建
築
物
′
壁
面
ノ
位
置
晶
定
ヲ
併
七
詩
ズ
ル
言

草
l
耕
地
整
理
品
行
シ
タ
ル
地
同
異
ノ
他
相
曹
道
路
ノ
開
設
ア
ル
郊
外
地
嘉
ケ
ル
場
合

左

ノ

各

讐

舛

｢

空

し

晶

グ

芸

望

俄

ル

言

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

,

I

l
警
告
ノ
配
置
芙
鯉
之
ヲ
警
ル
芸
J
幅
是
告
ル
警
1
ニ
之
ヲ
損
障
指
慧
ル
J
外
街
廓
過
大
ナ
ル
モ
ノ
香
三
芳
割
ヲ
行

フ

　

コ

　

ト

二
義
を
間
工
雷
葉
物
,
素
質
J
管
掌
物
二
鯛
瞥
ダ
ル
藁
繰
ノ
指
讐
管
ザ
ル
コ
ト

但
峯
嘉
嘗
言
落
叉
ハ
雷
ア
芸
地
養
ア
之
ヲ
漂
ス
ル
警
=
莞
′
制
空
露
ノ
連
讐
警
ル
場
合
'
障
事
物
蒜
常
期

間
内
苗
除
却
警
ア
ル
ル
見
込
ア
ル
場
合
其
′
他
特
別
′
事
由
ア
ル
場
骨
ヲ
除
ク

I

常
京
に
於
げ
る
最
近
の
建
築
線
稽
定
傾
向
(
池
口
}
　
t
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三
　
市
街
地
建
築
物
漁
施
行
後
建
築
セ
ラ
レ
ダ
ル
建
築
軌
茅
野
･
h
.
t
ア
ハ
建
築
棟
掃
撃
】
俵
夕
不
通
終
ぞ
7
㌢
メ
ザ
ル
n
 
J
F

第
I
L
t
　
既
成
市
街
地
こ
於
ケ
ル
場
合

左
ノ
各
費
′
外
｢
蟹
こ
こ
蕗
ゲ
ル
事
讐
高
窓
ト

T
　
｢
鱒
二
中
三
教
乃
至
入
費
ノ
親
啓
三
掬
ラ
女
左
記
]
-
依
ル
コ
ト
,

ィ
-
延
長
長
キ
美
セ
ザ
ル
腎
建
築
警
幅
員
三
･
メ
ー
ト
ル
(
九
尺
)
菅
麓
ス
ヲ
妨
ゲ
ザ
ル
コ
.
f

√

､
)
｡
撃
壷
宅
′
集
合
セ
ル
衝
撃
衰
㌢
ア
ハ
各
敷
地
ハ
夫
々
通
常
ノ
長
二
衰
夕
連
絡
二
按
ス
ル
検
建
築
緑
ヲ
措
定
ス
i
n
i
L

ハ
　
沿
道
襲
撃
存
保
安
上
危
険
ノ
虞
芸
･
1
露
ム
ル
竜
ノ
毒
シ
テ
ハ
袋
遭
タ
ル
建
築
錬
J
措
定
ヲ
罷
ム
ル
ヲ
得
ル
コ
ト
但
シ
此
ノ
場
今
壷
ダ

ニ
ア
.
毛
甲
高
嘗
ナ
ル
非
常
用
建
築
凍
ヲ
措
定
･
b
且
菅
･
b
薄
障
害
物
ハ
遅
滞
テ
ク
除
却
ス
≠
枚
慶
置
ス
ル
モ
＼
′
ト
九

二
　
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
(
二
間
)
未
済
ノ
建
築
棟
ノ
隅
角
ハ
左
ノ
棲
準
]
1
放
り
努
除
ス
ル
コ
J
L

イ
　
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
(
二
間
)
壷
滑
ノ
遣
路
ガ
隔
塁
八
メ
ー
ト
ル
(
三
間
)
未
済
ノ
遣
路
卜
交
脅
ス
ル
場
合

努

除

暗

一

･

五

メ

-

ト

ル

以

上

忘
員
四
メ
ト
ト
ル
(
二
間
)
宋
清
ノ
道
路
ガ
暗
雲
1
㌢
三
間
)
望
ノ
瑠
交
雪
-
-
要
セ
ズ

第

四

　

特

　

別

　

ノ

　

場

　

合

ィ
〝
土
地
国
都
整
理
事
業
ヲ
資
施
ス
ル
見
込
ア
ル
土
地
二
伸
テ
ハ
土
地
底
部
塵
埋
設
常
額
準
二
位
ル
コ
ト

や
行
政
撃
-
於
テ
事
賢
箕
施
ス
ル
見
込
ヲ
撃
宏
茎
ヲ
樹
ツ
ル
場
合
黍
ア
建
築
棟
晶
慧
ソ
去
ル
主
三
界
一
｣
(
入
警
除
ク
)

I
(
俵
ル
コ
ー

棟
欝
露
の
国
宝
理
を
墨
施
し
得
る
見
苦
る
土
警
於
を
,
置
墓
警
L
t
i
6
)
賢
完
了
迄
旨
管
の
準
備
を

撃
る
の
で
あ
っ
て
'
之
が
等
し
蒜
に
は
敵
に
国
宝
理
組
合
雷
撃
申
請
姦
蒜
で
篭
.
V

共
起
に
準
備
を
進
行
せ
し
哲
喜
段
獲
し
て
'
同
封
整
理
の
漁
定
圏
域
に
警
は
寧
ろ
建
築
線
を
措
定
し
な
い
方
針
を
採
る
こ
i
)

が
､
村
営
強
慶
な
建
築
制
限
を
加
へ
る
こ
ぞ
W
な
-
､
儀
劃
婁
理
事
貴
の
促
進
に
は
有
力
な
方
港
で
あ
る
｡

=
1
 
1
　
表
的
指
定
建
築
線
　
ノ

傭
兵
の
場
所
に
必
要
に
感
じ
て
建
築
線
を
指
定
す
る
に
非
や
､
施
行
細
則
第
九
僕
本
文
に
依
る
建
築
線
が
此
の
部
類
に
展
す
る
｡

細
則
第
九
悌
　
幅
員
二
八
メ
ー
ト
ル
以
上
E
[
メ
ー
ト
ル
未
満
′
道
路
一
義
-
ア
ハ
其
ノ
中
心
緑
m
タ
両
側
至
言
-
ト
ル
ノ
距
離
二
審
ル
沫
ヲ
嬰
ア

.
建
築
繰
ト
ス
但
r
b
施
行
令
壁
等
僕
欝
表
欝
一
撃
撃
雇
ノ
道
路
及
別
二
建
築
線
ヲ
稽
定
･
b
タ
ル
道
路
ハ
此
ノ
隈
二
寧
ブ
ス

此
の
規
定
も
昨
年
二
月
改
正
賢
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
其
以
前
に
於
で
は

葛
細
則
第
九
煉
幅
員
六
尺
竺
九
尺
宋
滞
′
道
路
嘉
空
ア
芸
′
中
心
繰
言
各
四
尺
五
寸
､
′
距
離
毒
蒜
ヲ
警
建
築
響
.
ス
但
芸
警

課
ム
ル
ト
キ
ハ
別
一
1
建
築
録
ヲ
緒
定
ス

ビ
あ
っ
た
,
も
の
が
'
道
路
幅
員
の
最
小
限
を
四
メ
-
･
L
ル
居
馬
す
べ
き
添
律
の
改
正
に
順
臆
し
改
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
?

幅
員
毎
メ
-
･
1
ル
未
満
の
蓬
路
は
四
メ
-
･
1
ル
迄
横
幅
す
る
こ
T
を
定
ゆ
で
居
る
の
で
'
漁
律
改
正
の
主
旨
に
は
浄
ふ
の
で
あ
る

が
'
賢
地
に
之
七
席
称
す
る
に
替
っ
て
は
'
基
準
だ
な
る
べ
き
道
路
の
現
状
が
不
明
確
な
場
合
多
､
特
に
私
道
の
場
合
に
は
道
路

敷
地
の
境
界
線
三
言
も
の
が
朝
然
芭
し
な
小
事
が
多
い
の
で
'
私
道
に
は
原
則
覆
し
て
此
の
駄
文
を
適
用
し
な
い
こ
宣
W
L
t
但

善
後
段
に
依
-
紺
に
建
築
線
を
指
定
す
る
方
針
を
取
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
併
し
他
方
に
於
て
囚
メ
-
下
ル
臥
上
の
妖
魔
道
路
に
接

し
て
ゐ
る
場
合
,
特
に
細
則
第
九
床
を
連
用
す
べ
き
簸
路
の
入
口
に
在
る
角
地
に
撃
は
'
此
の
規
定
に
伐
っ
て
濠
め
制
潤
し
て
置

′

A
/
の
が
便
利
で
あ
る
の
で
'
之
が
蓬
用
に
は
髄
府
の
場
食
に
麻
じ
慎
重
に
考
慮
を
梯
ふ
必
要
が
あ
る
｡

凍
療
托
於
ゆ
る
最
近
の
建
築
線
掃
定
傾
向
品
目
)
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